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10年前の常識は非常識⁉

イマドキ消化器診療に
アップデート
　消化器領域には非常に多くの臓器が含まれるとともに，炎症性疾患から悪性腫瘍ま
で病態も幅広く，同じような症状であっても，診断がまったく異なる状況も存在しま
す．もちろん，「お腹の調子が悪い」といった患者さんの漠然とした訴えを，病歴聴
取や身体診察から丁寧に紐解いて鑑別診断を立てていく作業が必要なことも多く，た
だ単に CTを撮ればいつでも何でもなんとかなるというものではありません．すなわ
ち，病態生理や診断方法に関して，医師は常に知識をアップデートしていなくてはな
りません．なかには，新しく開発されたモダリティや新規の検査方法も含め，日進月
歩の医療技術がいつの間にか導入されていることも少なくありません．さらに，数多
くの診療ガイドラインが存在することも含め，日頃の自分の診療が旧態依然のものに
なっていないか？　もう時代遅れなのではないか？　実は，なかなか振り返ってみる
ことすらできていないこともあるかと思います．
　自身がガイドライン作成に携わった経験から言えることは，新たなエビデンスの創
出に伴い，ガイドラインはどんどんアップデートを重ねており，5年前の知識はいつ
しか古びた，錆びれたものとなり，せっかく学んだ知識であっても，あっという間に
古くなっていることが往々にしてあるということでした．もちろん，自分が得意とす
る臓器や領域の知識のアップデートはきっと，自然と目につき耳にするものと思いま
す．しかし，それほど関心をもっていない領域については，ついつい見落としがち
で，気付かないまま時が過ぎていくような気もします．もちろん，学会に参加するこ
とで新たな知見を身につける機会もあることでしょう．しかし，それだけでは患者さ
んに最新の知見を届けることはできません．
　今回，読者のみなさんにとって，最近の消化器診療をアップデートしていただくこ
とを目標に，いつの間にか変わってしまった常識と，最新の知見やエビデンスを対比
させ，新たな診断手法や新薬，新たな治療デバイスや方法に関する「イマドキ消化器
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診療」が一冊でわかる特集をお届けしたいと思いました．もちろん，これはかく言う
私にとっても，学びの多い特集です．常識だと思っていたものがすでに非常識とな
り，概念すら変わったものも含まれています．もちろん，まだまだ過去の知識が通用
することを再確認するのも大切なことだと思います．自信をもって診療することは患
者さんに安心をもたらすことにもつながります．
　消化器診療の温故知新とでも呼ぶべきこの特集を 2023年最初にお届けできること
に大きな喜びを感じます．今回の特集には，第一線でご活躍の，日本中のその道のエ
キスパートにご執筆いただきました．執筆者のみなさまには，本当に快く執筆を引き
受けていただき，また，予想以上に熱心に原稿をお書きいただき，素晴らしいものが
できました．このような特集をみなさまとともに世に出すことができたことに，心よ
り感謝申し上げます．

横江 正道 
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院総合内科
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